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て説明するとと
もに事業への協
力を求めた。
　この中で、参
加者から各事業
団体への利便性
向上への要望や
協力体制の再整
備などの意見が
出され、事業団
体の支援に向け
た強い姿勢が伺
えた。
　この後、労福

協の活動について上野貞彦事務局長が報告し
て、初日の研修を終えた。

　二日目は、各地域ライフ・サポートセンター
からの活動報告に次いで、ライフ・サポートセ
ンター活動を支える連合石川地協の参加者から
活動に対する協力取り組みについて報告された
あと、活動報告に対する質疑や意見交換が活発
に行われた。
　最後に「活動の充実に向けた展開」について、
宮下専務理事が「参加者事前アンケート調査の
結果にもあるように地域への貢献活動や事業団
体の支援が今後の活動のポイントであり、これ
からの活動の展開に向けた協力をいただきた
い。また、意見交換での要望などについては後
日、回答したい。」とまとめた。
　最後に、柚木光副理事長（北陸労金県本部長）
が研修会終了の挨拶をして、研修会を終えた。

　労福協と県ライフ・サポートセンターは、８
月 20 日（火）から 21 日（水）の日程で金沢スカイ
ホテルにおいて、第 11 回ライフ・サポートセ
ンター研修会を９地域ライフ・サポートセン
ター、連合石川地協、北陸労金、全労済石川か
ら 39 名が参加するなかで開催した。
　中村栄一副理事長（全労済石川県本部長）が
「労福協の地域における活動の拠点として設立
した地域ライフ・サポートセンターの日頃の活
動に感謝します。今回の研修を通じ、更なる労
働者の福祉や地域に貢献できる諸活動に協力を
願います。」と開会の挨拶をした。
　始めに「中央労福協の労働者福祉運動の取り
組み概要」について宮下亮専務理事が説明した
のち、北陸労働金庫石川県本部担当部長の溝田
勝氏、全労済石川県本部の鈴木正美専務理事、
長山良治事業推進部長から、それぞれ労働者自
主福祉として進める事業概況や取り組みについ

労働者自主福祉運動の充実に向けて

第10回ライフ・サポートセンター研修会
                 （第６回幹部研修会）を開催
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第４回理事会

（８月 25 日現在）

開催日 曜日 　　　　行　　事 　　会　　場
８月 30 日 金 食とみどり水 NW　幹事会 連合石川応接室

９月２日 月 労福協第 13 次日中友好訪中団（～７日） 小松～中国国内～大阪～金沢
５日 木 金沢 LSC  グラウンド・ゴルフ大会 大和町広場

12 日 〃 全国会館協　第 43 回定期総会（～ 13 日） 福島県
16 日 月 自殺予防週間事業特別講演会及び合同相談会 アートシアターいしかわ　ホール
21 日 土 小松 LSC　退職前セミナー 能美市根上総合文化会館
22 日 日 金沢 LSC　出会いの広場 金沢市専光寺
23 日 月 食とみどり水 NW　海外支援米稲刈り 金沢市牧町
24 日 火 自治体要請　県議懇談会 フレンドパーク石川
25 日 水 　　〃　　　金沢、かほく、内灘市町議員団懇談会 労済会館

〃 中部会館協 第１回幹事会（～ 26 日） 滋賀県
〃 〃 食とみどり水 NW　くぬぎ下草刈り 珠洲市内

28 日 土 勤文協 勤美展作品受付（～ 29 日） フレンドパーク石川
〃 〃 金沢 LSC　ろうきんフェスタ 産業展示館

10 月２日 水 勤文協　勤美展開会式 金沢 21 世紀美術館・市民ギャラリー A
６日 日 勤文協　勤美展表彰・合評 〃
８日 火 中央労福協　事業団体・地方労福協合同会議（～９日） 東京都

10 日 木 自治体要請　加賀地区自治体担当者会議 グランドホテル松任
〃 〃 　　〃　　　　 〃 　議員団懇談会 〃

11 日 金 　　〃　　　能登地区自治体担当者会議 国民宿舎 能登小牧台
〃 〃 　　〃　　　　 〃 　議員団懇談会 〃

12 日 土 県 LSC・子育て　栗拾い体験会 能登町上町
13 日 日 　　　〃　　　　芋掘り交流会 金沢市粟ヶ崎　五郎島
17 日 木 県 LSC　第 11 回福祉グラウンドゴルフ中央大会 大和町広場
21 日 月 自治体要請　加賀地区自治体訪問 各自治体
23 日 水 　　〃　　　能登地区自治体訪問（１日目） 各自治体
24 日 木 　　〃　　　　 〃 　自治体訪問（２日目） 各自治体
25 日 金 連合石川定期大会 労済会館
27 日 日 子育て支援メッセ 産業展示館
31 日 木 全国会館協　2013 年度第１回幹事会（～ 11/1） 福岡県

11 月５日 火 中部労福協　研究集会（～６日） 金沢都ホテル

これからの行事予定

　労福協第４回理事会は、８月 22 日（木）フレ
ンドパーク石川において、役員全員の出席で開
催された。
　狩山久弥理事長が、始めに掛場誠一監事の退
任による後任者に溝田勝氏を監事代理に選出す
ることを提案し、満場一致で承認した後、溝田
監事代理が就任挨拶を行い、議事を進めた。
　報告事項では、先日開催したライフ・サポー
トセンター研修会や福祉なんでも相談、ジョブ
いしかわ、子育て支援の各事業の取り組み状況
のほか、各会員団体の業況報告がされた。
　続いて協議事項では、労福協 50 周年記念講
演会、芋掘り交流会などの子育て支援事業活動
行事、国際交流事業における派遣員、2014 年
度自治体要請の取り組み、福祉グラウンド・ゴ

ルフ中央大会などの実施について協議決定し
た。
　2014 年度自治体要請については、前年度か
ら継続した要請事項の他、新たに四つの新規要
請事項を追加し、労働者のみならず県民全体の
生活と福祉の向上に寄与できる要請内容を取り
まとめた。
　このほか、労福協に関係する他団体の行事へ
の協力体制について承認し、理事会を終了した。

平成26年度自治体要請に向け
要請事項を決定する
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2013年度第１回事業団体連絡会議 公益法人制度移行後に係る情報交換会

　石川労福協は、８月５日（月）フレンドパーク
石川において今年度第１回目の事業団体連絡会
議を開催した。
この会議は、労福協会員団体の内、労働者自主
福祉事業を実施する７つの会員団体（事業団体）
から代表者各１名を選出し構成している。
　会議には、各団体からと労福協事務局からの
計９名が出席し、来年度における県内各自治体
に対する政策的要請などについて、本年度の取
り組みを協議した。
　その中で、例年どおり、要請は９月下旬か
ら 11 月上旬までを目途に実施することとした。
また、各事業団体の個別要請事項については、
次回会議までに団体毎の内部決定を経て、取り
まとめることとした。さらに、労福協の要請事
項の骨格については、直近の理事会において内
容を決定し、次回会議において詳細を詰めるこ
ととして、初回の会議を終えた。

　中央労福協
は、 ７ 月 26
日（金）大阪市
のエルおおさ
かで、公益法
人制度移行に
かかる情報交

換会を開催した。
　これは、公益法人制度に基づく特例民法法人
の移行期限が残り４か月に迫る中において、加
盟の団体が移行作業を進め、または、移行後の
運営での疑問点などについて、税理士を交えて
会員間での情報交換により問題の解消に努めよ
うとして開催したもの。
　福岡、大阪、東京の３カ所で開催することと
しており、７月 25 日（木）の福岡に続き大阪に
おいて開催されたものである。
　会合には、東海・北陸から中国・四国の会員
等17名が参加して行われ、中央労福協の顧問税
理士の関口邦興氏が「新公益法人制度の導入によ
り、制度、会計、税制が変更された。これまで
の概念とは違うことをよく認識して運営にあた
る必要がある。」と述べた後、参加者それぞれが、
運営上や移行に際しての疑問点などについて意
見や情報を交し、３時間 30分はあっという間に
過ぎ情報交換会を終えた。

連合石川総研理事会
　連合石川総研は、７月 25
日（木）フレンドパーク石川に
おいて、2013 年度理事会を開
催した。
　理事会では、近年の勤労者
動向を調査するため勤労者ア
ンケート調査を年内に集約・

報告する計画で実施することや、情報データの
収集と編纂に５年の期間を擁して発行するに
至った報告書「これからの『働き方』を考えると
いうこと」を出席者に配布して発刊を確認した。
　報告書は、代表の澤信俊金沢星稜大学特任教
授、名古道功金沢大学人間社会学域法学類教授、

高嶋祐子金沢星稜大学非常勤教授が共同して著
したもので、リーマンショック以来、混沌とし
た経済・雇用の情勢は目まぐるしく変化するほ
か、民主党新政権は国民の期待に応えられず崩
壊し、現在までに労働者は経済と政治の激変に
翻弄されてきた。このような激変する内容によ
り、発刊までに、幾度となく内容の精査、点検、
修正を加えられ、ようやくの発行に至ったもの
で、より良いものにまとめられている。
　このほか、自治体財政の見える化を進めるた
めの学習会を進め、疲弊する地方自治体の財政
事情を理解し行政への政策要請の基礎を固める
ことや、次世代のリーダー育成のための講習な
ど、今後の活動計画ついても協議を進め、10
月に総会を開催することを確認して終了した。



労 福 協

− 4 −

2013年8月25日

里山里海ボランティア活動

　７月 30 日（火）金沢市西念の労済会館におい
て、石川県勤労者共済生活協同組合第 58 回通
常総代会と全労済石川県本部第４回代表者会議
が総代 174 名の出席で開催された。
　中村栄一理事長は、「全国各地で多発する災
害の被災者には力になれるよう対応をすすめて
きた。また、東日本大震災の共済被災者につい
ては、継続して最後のお一人まで対応してい
く。さらに、県内では防災意識の高揚啓発の街
頭宣伝や“ぼうさいカフェ in いしかわ”を開催

した。共済事業では事業推進
態勢の強化を取り組んできた
が、当初目標を下回る結果と
なった。今後も職域組合員や
地域組合員との絆を深め、全
労済の理念である『みんなでた

すけあい、豊かで安心できる社会づくり』の実
現に向けて心あらたに邁進していく。」と挨拶し
た。引き続いて、来賓の場崎裕之石川県県民文
化局県民生活課参事兼課長補佐、宮田敏之金沢
市経済局労働政策課経済局担当部長らが祝辞を
述べた。
　また、2012 年度優秀団体として２部門 10 団
体を表彰、地域貢献助成事業の助成団体として
『日常生活支援サポートハウス』に記念品の贈呈
が行われた。
　議案審議では、鈴木正美専務理事が「自然災
害共済、マイカー共済において純増となったも
のの、離退職者や満期未継続者の影響で契約件
数、契約口数とも期首からの減少となった。給
付状況は約 21,000 件、32 億 2,000 万円の支払
いを行った。」と 2012 年度事業報告をしたほか、
「2013 年度は、中期経営政策期間最終年度仕上
げと次期経営政策の準備期間として位置付け、
重点課題の確実な実行をすすめ 222,000 口の純
増目標とする。」と 2013 年度事業計画を提案し
たほか、全ての議案・付議事項が満場一致で可
決承認された。
　また、任期満了に伴う役員選挙で理事 20 名、
監事３名が選任され、第１回理事会において
中村栄一理事長、鈴木正美専務理事を再任し
2013 年度がスタートした。

　８月３日
（土）珠洲市
東山中町地
内のクヌギ
植林地での
下草刈りボ
ランティア
に労福協か

ら里山里海活動の一環として２名が参加して行
われた。
　パイロット事業として開発されたものの、そ
の後種々の事情により荒れ果てた里山の本来の
機能を取り戻そうと、数年前から珠洲市日置地
区において、地元NPO団体等が里山づくり運
動としてお茶炭の材料となるクヌギの苗木を植

石川県勤労者共済生協第58回通常総代会
全労済石川県本部第４回代表者会議

林してきた。
　今回の活動は、植林して間もないクヌギの幼
木の成長を促すために雑草を刈り取ろうと、地
元NPO法人の「奥能登日置らい」と「能登半島
おらっちゃの里山里海」が企画しボランティア
を募ったもので、地元関係者以外では労福協、
連合石川、情報労連から６名が参加した。
　梅雨明けの暑い日であったが、参加者総勢
19 名が草刈り機を抱え、植林地に入り、大き
く茂った雑草を掻き分けるようにして刈り払い
ながら、幼木を日のあたる空間へと一本一本導
き出した。夏晴れの日光を燦々と浴びた幼木は、
青々と勢いを増したように目に映った。また、
昨年暮れに自らも参加して植林した場所での作
業では、殊更大きく育ってくれることを期待し
つつ草刈りを行い予定よりも広範囲の下草刈り
を完了し今回のボランティアを終了した。



労 福 協 労 福 協

− 4 − − 5 −

2013年8月25日

勤文協 第42回石川県勤労者絵画展
　勤文協（石川県勤労者文化協会）は、第 42回石川県勤労者絵画展を８月１日（木）～８月４日（日）の日程で開
催した。
　ラブロ片町にある ｢アートシアターいしかわ ｣の会場には、日本画 12点、洋画 42点の計 54点が出品され、
このうち、優秀作品には、石川労福協理事長賞や北國新聞社長賞などが授与された。
　最終日には、審査員による合評が行われ、参加した出品者は真剣な表情で聞き入った。

労福協理事長賞
「小松城址」

南出洋子（小松市）

北國新聞社社長賞
「愛犬‘以心伝心’」
橋本倫子（津幡町）

金賞
「六月の卓上」

矢島康子（金沢市）

労福協理事長賞
「記憶」

二木珠美子（金沢市）

日
本
画

北國新聞社社長賞
「月下に薫る」

大田暁子（白山市）

銀賞
「開田の御嶽山」
森　正（金沢市）

銅賞
「レオン」

平田道子（金沢市）

奨励賞
「フルーツの調べ」
岩倉博美（内灘町）

奨励賞
「晩秋の里山」

田中宏見（金沢市）

洋　

画

9/28

ペットボトル風船
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ふ
れ
あ

い
体
育
館
）

▽
男
子
４
組

①
ク
リ
ボ
ー　

②
Ｎ
Ｗ
Ｓ　

③
北
陸
電
話

工
事

第
46
回
県
勤
労
者
夏
季
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
大
会（
８
月
４
日
・
白
山
市
若
宮
公
園
体

育
館
）

▽
男
子
シ
ニ
ア
の
部　

①
Ｇ
Ｏ
Ｌ
Ｄ（
金
沢
）

　

②
Ｋ
Ａ
Ｈ
Ｏ
Ｋ
Ｕ
・
Ｐ
Ａ
Ｐ
Ａ　

③
オ
ヤ

ジ
フ
ァ
イ
ブ

第
46
回
県
勤
労
者
夏
季
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
大
会（
８
月
11
日
・
白
山
市
若
宮
公
園
体

育
館
）

▽
男
子
５
組　

①
Ｆ
Ｌ
Ｙ
Ｈ
Ｉ
Ｇ
Ｈ　

②

Ｒｅ
ｄ 

Ｃ
ａ
ｍ
ｅ
ｌ
ｌ
ｉａ　

③
え
れ
ぇ
げ

ん
。

第
46
回
県
勤
労
者
夏
季
大
会（
８
月
18
日
）

【
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
】

▽
男
子
６
組（
い
し
か
わ
総
合
Ｓ
Ｃ
）

①
馬
場
ち
ゃ
ん
ず　

②
大
徳
丸　

③
獏
羅

天▽
女
子
２
組（
金
沢
市
営
中
央
市
民
体
育

館
）

①
Ｗ
Ａ
Ｖ
Ｅ
Ｍ
Ｏ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ　

②
Ｍ
―
２

　

③
Ｒ
Ｕ
Ｎ
３

【
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
金
沢
大
会
】（
金
沢
市
営

専
光
寺
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
）

①
若
松
梱
包
運
輸
倉
庫　

②
Ｄ
Ｚ
シ
ャ
ー

ク
ス　

③
Ｚ
Ｅ
Ｒ
Ｏ　

③
富
士
通
北
陸
シ

ス
テ
ム
ズ

第
46
回
県
勤
労
者
夏
季
体
育
大
会
第
16
回

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会（
８
月
25
日
・

津
幡
運
動
公
園
体
育
館
ほ
か
）

◇
混
合
▽
フ
リ
ー
Ａ　

①
金
沢
Ｅ
Ｆ
Ｓ
―

Ａ　

②
イ
ー
ス
ト
パ
ー
プ
ル　

③
フ
レ
ン

ド
リ
ー
ク
ラ
ブ
Ａ
、
Ｌ
Ａ
Ｐ　

▽
同
Ｂ　

①
ゆ
め
ま
る　

②
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｍ

Ｏ
Ｔ
Ｏ　

③
ｍ
ａ
ｓ
ｔ
ｅ
ｒ 

ｒ
ｉ
ｎ
ｇ
、
フ

レ
ン
ド
リ
ー
ク
ラ
ブ
Ｂ

▽
１
６
０
歳
以
上
Ａ　

①
ス
タ
ー
ク
ラ
ブ

Ａ　

②
金
沢
Ｅ
Ｆ
Ｓ
―
Ｂ　

③
羽
咋
Ｓ
Ｖ

Ｃ
無
限
、
Ｅ
Ａ
Ｓ
Ｙ
Ｚ
―
Ａ

▽
同
Ｂ　

①
ド
ラ
ゴ
ン
マ
ジ
ッ
ク　

②
弥

生
ソ
フ
ト
バ
レ
ー　

③
Ｓ
ｈ
ｉ
ｎ
ｅ
、
伏
見

各
種
集
会
・
講
演
会
・
研
修
会
等
に
は

フ
レ
ン
ド
パ
ー
ク
石
川
を

ご
利
用
下
さ
い
。

台
Ｓ
Ｖ
Ｃ
―
Ａ

２
０
０
歳
以
上
Ａ　

①
伏
見
台
Ｓ
Ｖ
Ｃ
―

Ｂ　

②
ガ
ン
バ
ロ
ー
ゼ　

③
Ａ
Ｉ
Ｒ　

Ｆ

Ｏ
Ｒ
Ｃ
Ｅ
、
西
南
部
Ｓ
Ｖ
Ｃ
―
Ｂ

▽
同
Ｂ　

①
さ
い
が
わ　

②
余
喜
Ｓ
Ｖ

Ｃ　

③
Ｆ
Ｉ
Ｒ
Ｅ
・
Ｃ
Ｒ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
―
Ａ
、

西
南
部
Ｓ
Ｖ
Ｃ
―
Ａ

▽
２
４
０
歳
以
上　

①
ス
タ
ー
ク
ラ
ブ

Ｂ　

②
森
山
Ｓ
Ｖ
Ｃ　

③
カ
サ
ブ
ラ
ン

カ
、
七
尾
Ｓ
Ｖ
Ｃ
―
Ａ

◇
女
子
▽
１
８
０
歳
以
上　

①
つ
ば
た
南

Ｓ
Ｖ
Ｃ　

②
米
丸
ト
ゥ
イ
ン
ク
ル　

③
Ｓ

Ｖ
Ｃ
大
徳
、
新
神
田
Ｓ
Ｖ
Ｃ

▽
２
４
０
歳
以
上（
オ
ー
プ
ン
競
技
）　

①

津
幡
フ
ァ
ミ
リ
ー
ズ　

②
陽
友
会


